
































1) Anne-Marie Meininger, 11Ilroductìο11 au Bal dl' S訛u.r in La Com馘? hUlJIlI ill l'，、e'd. Pléiade, 
1976, tome 1, p. 97. 以下， wソーの舞踏会1 の引用はこの版を用い. CH. 1. P. 97 のように表記す
る。
2) P. -G. Castex はこの小説が「パルザックの政治J!il理を肢もはっきりした'Jf~で示すもの」と述
べ (lnlroduCIÎol/ au Bal de SCl'llll.l', 馘. Classiques Garnier, 196:3, p. 112) , ヒロインの影の簿さ
は，加藤尚宏 rrソーの舞踏会J (パルザック)エミリーについてJ cr仰醐西文義j 第 1:3号，
1988) においても指摘されている。
3) 二巻本初版 f私生活情対J (1830) の第一巻末に ， L'ﾟ al 砕 S“切'I.l・ OU It' ρllir de 升ance と題
















時に時代を映す意図があったのだろう。初版の le Bal de Sceaux ou le ρair de 
Fra 1 ce の“ou" は，単なる併置と取れるが，またヒロインのブルジョワか貴族
かの選択を合意しているとも読める。二版以降 「あるいは貴族院議員」が外









4) Pair de Fran閃は本来旧制度下の相当の権威をもっ大貴族を指したが革命で廃止ーされ.王政復
古に|摂して，英同の上院議員に範を取り，世襲財産の多寡や王への忠勤で選ばれた (1815年 8 月
1~ 日の勅令で世襲となる) 0 D駱ut? (代議士)は40オ以上で，相当の土地資産と動産が必要だが，
貴族院議員は25才でなれ， 30才から議決権を得た。定数は1815年は68人だったが， i斬次増え 18:iO
年には384人に達した。
5) John Gτand-Caτ1ぞ τ成、 XIX ‘ sièdl' (CII Frallce) Classes-l¥1of'Urs-Usages COSluJlu's-IllH~J1， iOl目、
Firmin-Didot, 1893. p. 113. 






























7) Ibid. 、 p. U2. 
8) lbid., p. 13:.1. 
9) “ C(:.tte int をressantt' m駘馥 rendait alors le bal de Sceallx plls piquant . . "1 bid., p. 133 
































ll) lbid. p. B4 































13) Ibid., pp. 146. 彼は「神秘の魅惑を保つように巧みに話をそらせたj ともある。 p. 147. 
14) Ibid., pp. 147-8. 
]5) lbid., p. 148. 
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16) lbid., p. 148. 











思ったJ とあるが，貴族を証する冠詞 de がつけば， I泉から」ともなる。そ
れに答える彼が，ここではマクシミリアンでなく，姓のロングヴィルと表現さ
















18) lbid., pp. 152-3. 
19) Calitex は Emilie の造形を La Fontaine の『寓話j 中の Ltl Fillc からヒントを得たか，と f1(~
iJ!lJ している (Oþ. cit. , PP. 106-107)。ヒロインの姓を Fontaine として，作者はその連想を 11ft示し
たのか。
20) ケルガルエ伯時が{昔金の有無を部ねたII-;'j・，マクシミリアンは背~，!~と答え，さもなければ“tout
rr馗lit et toute espﾈ'ce de considération" を失うとしたところにも彼のプルジョワとしてのアイデ
































21) マクシミリアンが「その秘術を113 しおおせる外交官のような巧みさ j の持ち主であることや.
「それぞれ，迅:するときには相手をできるだけ研究しあうように，おたがL 、制究しあったJ (CH. 
l 、 P. 149) とあったことを思い出そう。
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22) CH. 1, p. 110. 
23) Ib?d. p. 112. 
24) Ibid. p. 113. 
25) Cf. 1 bid. 、 p. 112 et p. 114. 
119 
階層のマクシミリアンを捉え損ねて，旧貴族・旧世代の伯父，老ケルガルエ伯
爵と結婚するエミリーの悲劇はそこにある。小説は，現実のキングの真意を
計ってその恩顧を確実なものにした父親とは異なり， Iハートのキング」を
「無知」ゆえに遠ざけたエミリーの失敗の人生を見事に暗示して終わる。『ソー
の舞踏会』の Sceaux が国王の御璽をも意味することを知れば，このタイトル
の意味深さが知れよう。
物語の発端，あれほども紙数を費やして父親に充てられていた皮肉の巧みさ，
辛珠な弁舌，機略とセンスは，末娘の登場とともに，彼女が縦横に駆使すると
ころとなり，彼女をサロンの女王とした。しかし本質を見抜けぬ「知力j はつ
いに後悔のほぞを噛む。物語は舞踏会さながらカドリールのように相手が入れ
代わって，めくるめく人生のそれぞれの浮沈を鮮やかに写して遺憾がない。
(D. 1975 大阪大学教授)
